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一
「
そ
れ
ぞ
れ
の
持
場
で
生
か
せ
火
の
用
心
」
－
こ
と

一
し
も
、
春
の
火
災
予
防
運
動
か
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
月

一
十
三
日
ま
で
全
国
一
斉
に
く
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
二
月
、

ご
二
月
は
空
気
か
非
常
に
乾
燥
し
、
強
い
風
も
吹
き
や
す
く
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昨
年
一
年
間
で
発
生
し
た
火
災
は

四
一
一
秤
で
、
件
数
で
は
一
昨
年
に
比

べ
て
三
件
減
つ
て
い
ま
す
か
、
鸚
念

な
こ
と
に
四
人
の
方
が
亡
く
な
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
も
、
す
べ
て
お
年

寄
り
と
い
う
痛
ま
し
い
結
果
に
な
つ

防火の

4チェック
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ど
ん
な
熱
器
具
で
も
、
ど
ん
な
場
合
で

も
、
必
ず
チ
ヱ
ツ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

1
場
所
は
危
険
で
な
い
か

2
器
具
は
安
全
か

3
使
い
方
は
正
し
い
か

4
後
始
末
は
完
全
か

1
1
1
1
．
″
Ｄ
ｎ
’

由
な
人
の
安
全
の
た
め
に
、
ひ
と

り
で
留
守
番
を
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

▽
寝
タ
バ
コ
は
粕
対
に
し
な
い
、
さ

せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
火
遊
ぴ
防
止
の
た
め
、
子
ど
も
の

目
や
手
の
届
ぐ
と
こ
ろ
に
マ
″
チ

や
ラ
イ
タ
ー
を
置
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

▽
地
震
の
と
き
は
、
傀
用
し
て
い
る

火
を
す
ぐ
に
消
し
ま
し
ょ
う
。

▽
泊
火
用
具
嚢
価
え
ま
し
ょ
う
。

損
害
額
大
幅
に
増
加

5
3
年
中
の
火
災
・
救
急
統
計

火
災

こ と ≪ ＞ だ け で 「 ｔ ｅ き 火 」 を

さ せ な い よ う に し ま し よ う
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が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
損
害
額
も
詞

査
中
の
五
件
を
含
め
る
と
、
一
昨
年

の
五
、
四
〇
〇
万
円
を
は
る
か
に
上

ま
わ
っ
て
一
億
四
、
〇
〇
〇
万
円
以

上
に
な
り
そ
う
で
す
。
ま
た
、
焼
損

圃
積
に
つ
い
て
も
、
一
昨
年
の
六
〇

三
平
万
灯
か
ら
ニ
、
五
八
四
平
万
灯

と
大
幅
に
ふ
え
て
い
ま
す
。

一
方
。
火
災
原
因
を
み
ま
す
と
、

上
の
グ
ラ
フ
で
も
わ
か
り
ま
す
よ
う

に
、
タ
・
＜
ｎ
の
不
始
末
が
一
昨
年
の

十
二
件
か
ら
三
件
と
四
分
の
一
に
限

っ
て
い
る
の
に
対
し
、
放
火
（
疑
い

を
含
む
）
や
た
き
火
の
不
始
末
が
そ

れ
ぞ
れ
三
件
も
ふ
え
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
最
近
で
は
各
町
内
会

や
事
業
所
の
防
劣
洒
勣
が
高
ま
っ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
失
火
が
二
九

件
と
大
半
豪
6
め
る
の
は
、
市
民
一

人
ひ
と
り
の
防
火
意
鴎
が
ま
だ
ま
だ

溥
い
か
ら
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
放
火

≪
ｓ
ぐ
た
め
に
も
目
分
の
家
の
ま
わ

り
は
整
理
整
頓
し
、
ま
た
、
傀
用
し

た
火
の
後
始
末
は
硝
実
に
す
＆
よ
う

心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

救
急

＊2人用650円＊

＊3人用800円＊

＊4人用1，000円＊

新しくご利用なさる方はー。

お電話下さい。担当員がメニューをお届けしますから，お気に入りのご献立がございましたら，お好きな日だ

けで結構ですからご予約下さい。

ご予約を戴いた分，担当の仕入係が，その日の朝，市場で入札してまいりますから，新鮮そのもの，魚・肉・

野菜をお届けすることができます。ご結婚前のお嬢さん，またはベテランのお母さ。ん，ディナーサービスで料

理のレパートリーをもっと増やして下。さい。ディナーサービスをご利用頂き合理化出来た分はレジャー，ロー

ン資金等にご使用下さって，よりたのしみの多い生活設計をお作り下さい。

お届けは，コースによって多少ずれがありますが，11時～4時までに
はお届け申しあげます。
お留守がちのお宅も，サービスボックス（保冷箱）に入れてお届けし
ますから心配ございません。

京都府宇治市木幡中村29－1ＴＥＬ0774（32）4862代

より新鮮な自然の幸を

食卓までお届けする

京都デ＊＾・－ｔｒーピス

699

一
年
の
う
ち
で
も
火
災
の
多
い
時
期
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
切
な
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
こ
の
運
動
を
機
会
に

市
民
一
人
ひ
と
り
か
防
火
の
か
ま
え
を
い
っ
そ
う
ひ
き
し

め
ま
し
ょ
う
。

持
場
で
生
か
せ
火
の
用
心て

い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
お
年
寄
り
が
火
災
の

犠
牲
に
″
芯
と
い
う
傾
向
は
全
国
的

に
共
通
し
て
お
り
、
た
と
え
ば
京
都

＆
■
で
見
ま
し
て
も
、
全
焼
死
者
二

十
八
人
の
約
七
割
が
お
年
寄
り
と
幼

児
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

焼
死
に
つ
な
が
る
火
災
の
原
因
は

一
概
に
い
え
ま
せ
ん
が
、
火
を
つ
け

た
ま
ま
の
石
油
ｙ
ト
ー
プ
に
給
油
す

る
な
ど
本
人
や
ｍ
が
ち
Ｈ
つ
と
注

意
す
れ
ぱ
防
げ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
こ
の
よ
う
な
不
注
意
の
も
と

に
、
幼
児
や
お
年
寄
り
な
ど
逃
げ
足

の
遅
い
人
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
失
火
が
原
囚
と
な
る
痛

ま
し
い
犠
牲
を
二
皮
と
出
さ
な
い
よ

う
宇
治
市
消
ｉ
§
本
部
で
は
、
『
春
の

火
災
予
防
運
助
』
期
回
中
、
避
難
困

雖
者
宅
の
防
火
ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
・
Ｍ
Ｓ
Ｓ
の

防
火
訪
問
を
強
力
に
展
闘
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
山
火
事

防
止
の
た
め
の
山
林
Ｊ
パ
ト
ロ
ー
ル
、

旅
館
や
病
院
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の

防
火
査
祭
、
危
険
物
車
両
の
街
頭
検

査
な
ど
も
行
い
、
あ
ら
ゆ
る
圃
か
ら

防
火
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。市

民
の
み
な
さ
ん
も
「
家
庭
や
職

場
か
ら
火
事
は
出
さ
な
い
」
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
防
火
に
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

▽
幼
児
や
お
年
寄
ひ
、
身
体
の
不
自

／
7
ｊ
］
ｒ
3
ｌ
拶
鞭

鸞

市
・
府
民
税
の
申
告

－
も
う
お
済
み
で
す
か

市
・
府
民
税
の
申
告
は
、
3
月
1
5

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
の

人
は
早
め
に
申
告
を
お
す
ま
せ
く
だ

さ
い
。

こ
の
申
告
は
市
役
所
市
民
税
課
で

尋
符
け
ま
す
。
期
間
中
の
土
曜
日
と

3
月
1
1
日
の
日
曜
日
に
つ
い
て
は
、

平
日
″
｝
お
り
午
前
9
時
か
ら
午
後
6

時
ま
で
営
付
け
ま
す
。

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
宇

治
税
ｍ
で
さ
れ
た
人
は
、
事
菜
税

や
ｍ
・
府
民
税
の
申
告
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
出
張
受
付
も
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

Λ
申
告
の
出
張
受
付
Ｖ

・
2
月
2
7
日
西
小
倉
軍
器
…

京
銀
六
地
蔵
支
店

・
2
月
2
8
日
伊
勢
田
公
民
館

西
岡
屋
会
館
・

3月15日

まで

・
3
月
1
日
小
倉
公
民
館

広
野
公
民
館

・
3
月
2
日
酉
大
久
保
集
台
町

開
公
民
館

3
月
5
日
紫
ヶ
丘
公
民
館

所
得
税
の
確
定
申
告

宇
治
税
務
署
で
受
付

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
ま
た
、
雑
損
控
除
や
医
療
費
控

除
、
住
宅
取
得
控
除
、
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
な
ど
々
受
け
る
人
は
、
必
要
な

書
類
を
川
意
の
う
え
宇
治
税
務
署
の

窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
次
の
所
得
税
の
無
料
納
税

相
談
会
場
で
も
心
符
け
て
い
ま
す
。

Ａ
所
得
税
無
料
納
税
相
談
Ｖ

▽
と
き
＝
・
3
月
1
日
（
木
）

木
幡
公
民
館

・
3
月
6
日
太
陽
神
戸
銀
行
宇
治

六
地
蔵
公
会
富

・
3
月
7
日
農
協
大
久
保
玄
臍

東
宇
治
消
防
分
署

患
弩
符
の
時
間
は
午
前
9
時
～

1
2
時
、
午
後
1
時
～
4
時
で
す
。
た

だ
し
、
太
陽
神
戸
銀
行
は
午
後
3
時

ま
で
で
す
。

（
市
民
税
課
）

3
月
2
日
（
金
）

3
月
9
日
（
金
）

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

▽
と
こ
ろ
・
：
宇
治
商
工
会
哨
所

京
都
銀
行
小
倉
支
店

京
都
銀
行
六
地
蔵
支
店

確
定
申
告
に
つ
い
て
の
く
わ
し
く

は
、
宇
治
税
務
署
（
電
話
0
四
一
四

一
番
）
ま
で
。
（
宇
治
税
務
署
）

春の火災予防運動
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や
っ
て
み
ま
せ
ん
か

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
の
募
集

市
で
は
。
五
十
四
年
度
の
消
費
生

活
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

最
近
で
は
、
物
価
や
商
品
の
品
質

を
め
ぐ
る
問
題
、
誇
大
広
告
、
訪
問

販
売
な
ど
、
消
費
生
活
を
め
ぐ
る
問

題
が
数
多
く
お
こ
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
で
は
、
消
費
者
を
守

る
と
と
も
に
、
か
し
こ
い
消
費
者
に

な
っ
て
い
た
だ
ぐ
た
め
、
四
十
八
年

度
か
ら
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
制
度
を

発
足
さ
せ
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
の
方
の
仕
事
は
、
①
日

ご
ろ
の
消
費
生
活
の
な
か
で
感
じ
て

お
ら
れ
る
意
見
や
器
一
一
を
提
出
す
る

こ
と
、
②
毎
月
一
回
以
上
学
習
会
や

題
に
関
心
を
お
持
ち
の
人
は
、
ど
し

ど
し
ご
応
募
ぐ
だ
さ
い
。

〔
応
募
要
領
〕

▽
応
募
資
格

・
市
内
に
お
住
ま
い
の
二
十
歳
か
ら

六
十
歳
ま
で
の
女
の
人

・
日
常
の
買
物
を
直
接
し
て
い
る
人

で
市
内
の
小
売
市
場
、
ス
’
。
バ
ー

調
査
活
動
へ
参
加
す
る
こ
と
、
③
ア
マ
ー
ケ
プ
ト
、
小
売
店
の
利
用
者

ン
ケ
ー
ト
の
記
入
、
④
計
量
・
価
格
・
い
ま
ま
で
に
宇
治
市
や
京
都
府
の

な
ど
の
調
査
、
⑤
試
買
調
査
、
⑤
近
消
賢
生
活
き
一
タ
ー
に
委
嘱
さ
れ

所
の
方
と
の
意
見
交
換
な
ど
で
す
。
た
こ
と
の
な
い
人

こ
れ
ら
は
決
し
て
む
ず
か
し
い
も
▽
モ
ニ
タ
ー
の
定
数
・
・
・
二
十
五
人

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
消
費
生
活
問
▽
謝
礼
・
・
年
額
五
千
円
程
度

希
望
の
人
は
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
世
帯
主

の
氏
名
と
職
業
・
家
族
構
成
を
記
入

し
、
3
月

1 0
月
ま
で
に
市
役
所
商
工

観
光
課
（
宇
治
琵
琶

3 3
）
へ
お
送
2
＞

く
だ
さ
い
。
な
お
、
電
話
で
の
応
募

も
受
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
制
民
に
つ
い
て
の
く

わ
し
い
こ
と
や
。
日
常
の
消
費
生
活

に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
苦
情
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
商
工
観
光
課
消

費
集
Ｍ
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

1
1
1
1
1
1
ｔ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
9
Ｓ
Φ
Ｉ
Ｉ
Φ
Ｉ
自
Ｉ
Ｉ
一
巻
―
一
回
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・

合
成
洗
剤
を

考
え
る
講
演
会

　
食
器
を
洗
う
と
き
Ｉ
合
成
洗
剤

は
私
た
ち
の
牛
辰
の
中
に
す
っ
か
り

根
を
お
ろ
し
て
い
ま
す
が
、
一
方
で

土
壊
や
河
川
な
ど
の
汚
染
、
人
体
へ

の
影
響
が
大
き
な
社
命
茲
と
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
と
京
都
府
、
宇
治
労

現
Ｅ
、
青
少
年
問
題
が
関
心
を
あ

つ
め
て
い
ま
す
か
、
今
回
は
「
青
少

年
の
健
全
育
成
を
想
警
丞
た
め

に
」
を
基
本
テ
ー
マ
に
、
第
6
回
宇

治
市
社
会
教

育
研
究
集
会

が
開
か
れ
ま

す
。

▽
と
こ
ろ
・
・
・
市
民
会
館
ｃ
ｍ
会

場
）
ほ
か

▽
映
画
・
・
・
「
善
悪
の
け
じ
め
」

▽
基
調
講
演
・
・
・
「
わ
が
子
へ
の
愛
を

木
元
跡
さ
ん

▽
分
科
会

①
子
を
も
つ
親
の
ｉ
ｆ
ｉ
ｓ
方

②
ゆ
た
か
な
補
導
活
動
と
明
る
い

環
境
め
さ
し
て

社
会
教
育
研
究
集
会

関
係
団
体
や
市
民
の
み
な
さ
ん
の

参
加
を
お
ま
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
と
き
・
・
・
2
月
2
5
日
（
日
）

午
前
1
1
時
半
か
ら
｀
符

働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
運
営
協
議
会
で
は

消
費
者
と
し
て
合
成
洗
剤
を
ど
の
よ

う
に
取
尽
つ
べ
き
か
を
考
え
て
い
た

だ
こ
う
と
4
回
に
わ
た
っ
て
調
演
会

を
開
き
ま
す
。
ど
の
回
で
も
自
由
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

Ａ
第
1
回
Ｖ
2
ｎ
ｒ
2
7
日
（
火
）
大
和

田
公
会
富
諦
師
は
滋
賀
大
教
授

の
鈴
木
紀
雄
さ
ん

Λ
第
2
回
Ｖ
3
月
1
日
（
木
）
宇
治

労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
調
師
は
京

都
市
衛
生
研
寥
心
主
幹
の
藤
原
邦

地
颯
の
ど
の
子
に
も
ト
今
日
の

子
ど
も
に
と
っ
て
欠
け
た
も
の

ゆ
が
ん
だ
も
の
Ｉ
」
調
師
は
京

都
府
教
育
研
究
所
所
長
の
佐
々

達
さ
ん

Λ
第
3
回
Ｖ
3
月
6
日
（
火
）
広
野

公
民
分
館
謂
師
は
滋
賀
大
教
授

の
鈴
木
紀
雄
さ
ん

Λ
第
4
回
Ｖ
3
月
8
日
（
木
）
西
小

倉
集
会
所
謂
師
は
池
ノ
坊
短
大

｀
助
教
授
の
門
脇
美
代
子
さ
ん

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
9
時
半
か

ら
正
午
ま
で
で
す
。

な
お
、
毎
回
、
映
画
「
よ
み
が
え

れ
ぴ
わ
湖
」
も
よ
映
し
ま
す
。

（
商
工
観
光
課
）

土
に
親
し
み
ま
し
ょ
う

老
人
園
芸
ひ
ろ
ば

利
用
者
を
募
集

宇
治
Ｉ
Ｂ
で
は
、
お
年
寄
り
の
健
康

を
保
ち
交
流
を
深
め
る
た
め
、
三
ヵ

国保の被保険者証

現
在
お
持
ち
の
藤
色
の
国
民
健
康

保
険
者
証
（
保
険
証
）
は
、
こ
と
し

の
三
月
三
十
一
日
で
有
効
期
限
が
切

れ
ま
す
。
四
月
一
日
か
ら
は
、
あ
さ

ぎ
色
（
水
色
）
を
し
た
新
し
い
保
険

証
で
な
い
と
保
険
に
よ
る
医
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

新
し
い
保
険
証
の
交
付
は
、
三
月

一
日
か
ら
Ⅲ

行
い
ま
す
。
ま
た
、
三
月
九
日
か
ら

は
各
地
域
の
公
民
分
館
な
ど
で
も
出

張
し
て
切
替
え
を
行
う
予
定
で
す
。

日
程
は
三
月
一
日
号
の
市
政
だ
よ
り

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
住
所
や
氏
名
が
変
っ

て
か
ら
保
険
年
金
課
に
届
け
ら
れ
て

い
な
い
人
は
、
各
地
域
で
の
切
替
え

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
早
々
に

届
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
切
替
え
に
は
、
必
ず
印
鑑

と
旧
保
険
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

保
険
者
証
の
切
替
え
に
つ
い
て
の

お
問
合
せ
や
納
付
の
相
談
な
ど
は
、

納
税
の出

張
受
付

　
今
月
は
、
固
定
資
産
税
の
第
4
期

分
の
納
期
月
で
す
。
納
め
忘
れ
の
市

税
が
あ
り
ま
し
た
ら
督
促
状
や
仙
告

書
を
持
参
の
う
え
、
・
納
め
て
く
だ
さ

い
。
ｊ

ま
た
5
4
年
Ｈ
か
ら
納
税
の
出
張
受

付
を
廃
止
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
内

の
市
税
取
扱
い
金
融
機
関
な
ど
も
充

実
し
、
出
張
。
｛
符
を
利
用
さ
れ
る
人

が
少
な
く
な
っ
て
き
た
た
め
に
よ
る

も
の
で
す
。

今
回
の
納
税
の
出
張
匹
符
が
最
後

と
な
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

お
気
軽
に
保
険
年
金
課
ま
で
。
・

（
保
険
年
金
課
）

▽
と
き
・
・
・
2
月
2
8
日
（
水
）

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

▽
と
こ
ろ

木
幡
公
民
館
大
和
田
公
会
堂

神
明
公
民
館
開
公
民
館

広
野
公
民
館

な
お
、
納
税
に
便
利
な
口
座
振
替

制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
金
融
機
関

の
窓
口
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
納
税
課
）

―

‐

－

・

－

―

－

・

‐

農
業
委
員
選
挙

人
名
簿
の
縦
覧

　
5
4
年
1
月
1
日
現
在
で
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
人
名
溥
を
調
整
し
ま
し

た
の
で
、
関
係
あ
る
人
は
縦
覧
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
と
き
・
・
・
2
月
2
3
日
～
3
月
9
日

（
土
・
日
曜
日
を
合
む
）
午
前

8
時
半
～
午
後
5
時

▽
と
こ
ろ
・
：
市
役
所
三
階

（
選
挙
管
理
委
員
会
）

固
定
資
産
税
の

課
税
台
帳
縦
覧

5
4
年
度
の
固
定
資
産
税
課
・
槐
（
補

充
）
台
帳
の
縦
覧
は
、
4
月
以
降
に

延
期
し
ま
す
。

例
年
で
す
と
、
縦
秘
周
は
3
片

1
日
か
ら
2
0
日
ま
で
で
し
た
が
、
今

年
は
土
地
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
る

課
税
ね
準
額
な
ど
に
つ
い
て
地
方
税

法
の
一
部
改
正
が
予
定
さ
れ
て
い
る

た
め
で
す
。

な
お
、
資
産
税
課
の
窓
口
や
宗
屋

調
査
な
ど
の
と
き
「
縦
覧
は
3
月
で

す
」
と
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
4

月
以
降
で
す
。
ま
た
、
個
人
あ
て
の

通
知
は
し
ま
せ
ん
の
で
ご
承
知
く
だ

さ
い
。
（
資
産
税
課
）

「
耳
の
日
」
の

無
料
相
談

　
3
月
3
日
は
耳
の
日
－
。
京
都

府
医
帥
会
や
京
都
府
耳
鼻
咽
喉
科
専

門
医
会
な
ど
で
は
、
耳
の
日
に
ち
な

ん
で
、
専
門
の
医
師
に
よ
心
耳
の
無

料
相
談
を
行
い
ま
す
。
・

所
の
老
人
図
芸
ひ
ろ
ば
を
設
け
て
い

ま
す
が
、
西
宇
治
老
人
園
芸
ひ
ろ
ば

（
広
野
町
成
田
、
緑
ケ
原
パ
ス
停
す

ぐ
）
の
第
2
期
利
用
者
の
募
集
を
し

ま
す
。

今
回
募
集
す
る
の
は
1
区
画
1
0
平

方
μ
の
7
0
区
画
で
、
利
用
期
間
は
約

2
ヵ
年
で
す
。

利
用
で
き
る
の
は
、
満
6
0
歳
以
上

（
今
年
1
月
1
日
現
在
）
で
、
他
の

老
人
園
芸
ひ
ろ
ば
を
利
川
し
て
い
な

い
人
で
す
。

希
望
さ
れ
る
人
は
、
3
お
3
日
ま

で
に
印
鑑
を
持
っ
て
福
祉
事
務
所
福

祉
課
へ
、
必
ず
本
人
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
東
￥
治
老
人
園
芸
ひ
ろ
ば

（
五
ケ
庄
二
番
副
、
平
野
町
バ
ス
停

す
ぐ
）
の
利
用
者
補
欠
募
集
も
行
い

③
青
少
年
を
守
り

育
て
る
地
颯
づ

く
り
を
ど
’
つ
す

す
め
る
か

④
こ
μ
石
目
身
の
活
動
＊
＼
＞
つ
す

す
め
る
か

（
社
会
教
育
課
）

ひ
な
ま
つ
り

料
理
教
室

　
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
で
は
、

ひ
な
ま
つ
り
に
ち
な
ん
だ
料
理
教
室

を
開
き
ま
す
。

▽
と
’
き
・
・
・
2
月
2
7
日
（
火
）
と
3

月
3
日
（
土
）

い
ず
れ
も
午
後
1
時
半
か
ら

▽
と
こ
ろ
…
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン

ト
（
市
民
会
館
内
）

▽
詞
師
・
＝
料
理
研
究
家
の
星
野
美

智
子
さ
ん

希
望
の
人
は
、
ど
ら
ら
か
都
合
の

よ
い
日
を
選
ん
で
宇
治
労
働
セ
ツ
ル

メ
ン
ト
（
電
話
0
2
3
1
6
番
）
へ

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
先
着
3
0
人
で

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
受
調
は
無
料
で
す
が
、
材

料
費
と
し
て
七
百
円
が
必
要
で
す
。

（
京
都
府
）

育
成
学
級

必
要
の
生

じ
た
人

　
へ5

4
年
度
の
育
成
学
級
入
級
申
請
の

受
付
け
は
1
月
3
1
日
で
終
わ
り
ま
し

た
。
一

し
か
し
、
そ
の
後
入
級
の
必
嬰
が

生
じ
た
人
に
つ
い
て
は
、
2
月
2
2
日

か
ら
3
月
3
1
日
ま
で
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
の
育
成
指
導
室
で
所
定

の
手
続
に
よ
っ
て
受
付
け
い
た
し
ま

す
。く

わ
し
く
は
、
社
会
教
育
謀
育
成

タ
バ
コ
は
宇
治
市
内
で

買
い
ま
し
ょ
う

Ｌ
ト
に
□

七［

1□「‾‾－¬「

伊
勢
田
駅

近
鉄

4月1日に新しい病院が、宇治市内で開院します。

いつでも誰れでも、安心して患者本位の

診療が受けられる近代的施設の病院です。

〈診療科目〉内科、外科、整形外科

入院随時……250床（リハビリ施設あり）

曇

ｏ
＾
ｕ
ｏ
＾
＾

1

ｏ看護婦、准看護婦、臨床検査技師。

ｏ履歴書と免許コピーを送って下さい。

宛先…京都市伏見区京町九丁目

医療法人岡本病院人事課（ＴＥＬ611－1114）

○保育園あり、24時間保育、0～5歳児保育します。

医療法人岡本病院人事課（ＴＥＬ611－1114）Ｉ

Ｏ保育園あり、24時間保育、0～5歳児保育します。ｉ

ｏ看護婦寮あり、個人冷暖房。

一遠方のお知り合いや友人、知人をご紹介下さい。1

いつでも受け入れます。－－ｉ

3月1日から切替

宇
治
の
風
情

．
よ
し
ず
″
編
み
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